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研究成果の概要（和文）：島嶼看護学教育に必要な教育内容項目および教育内容を確定した。教育内容項目として、島
しょ論、島嶼地区の健康課題ならびに課題解決の方法、島しょ地区におけるに看護上の課題ならびに支援方法、島しょ
地域文化看護論、離島の保健医療・診療所の発展可能性、島しょ看護論、多職種連携・協働活動、遠隔通信機器などの
活用、島しょ看護職論、島しょ看護研究の発展の方向、島しょ看護管理、島しょ看護教育、国際島しょ看護の13項目が
あった。それらの教育内容項目および項目に含まれる教育内容を、3つの看護教育レベル（学士課程、博士前期課程、
博士後期課程）の教育目標に照らして配置し、島しょ看護学教育を体系化した。

研究成果の概要（英文）：We determined the educational topics and associated content required for island 
nursing education. A total of thirteen topics were identified: island theory, health problems in island 
areas and associated problem-solving methods, challenges for nursing in island areas and associated 
methods of support, nursing theory for island communities and cultures, developmental potential for 
island-based health care and clinics, island nursing theory, multidisciplinary collaboration and 
cooperative activities, active use of telecommunications equipment and other new technologies, island 
nursing employment theory, directions for the development of island nursing-related research, island 
nursing administration, island nursing education, and international island nursing. We then 
contextualized these topics and their respective educational content in terms of the educational goals of 
nursing education at three separate levels and developed a systematized model of island nursing 
education.

研究分野：地域看護学

キーワード： 島嶼　看護教育　教育プログラム

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
島しょの看護を含むルーラルナーシング

に関する実践や研究は、国外では米国やオ

ーストラリア等にみられ、地域特性を活か

した看護活動や緊急医療処置の必要性等を

報告している。島しょ看護は、ルーラルナ

ーシングの一部である。石垣は、公表され

た島しょ看護に関する論文を用いてメタ分

析を行い、島しょ看護活動の基盤となる人

材資質として、“地域のスペシャリスト”、

“看護のジェネラリスト”、“固定観念を

排除した役割意識”とした。そして、島し

ょ看護は、プライマルヘルスケアの実践が

できる、協働連携により継続看護ができる、

住民と島内外の専門職との協働連携により

看護職がエンパワーされる、看護職の力量

発揮により島で看取りができるなど、島し

ょの有利性を活かした看護実践の報告がみ

られる。 

 一方、島しょ看護の教育については、島

しょを多く有している県(長崎県、沖縄県、

鹿児島県等)で島しょをフィールドとして

教育が試みられている。長崎県立大学の「統

合実習；しまの健康」や、沖縄県立看護大

学の「島しょ保健看護」の教育目的、教育

目標、教育内容が紹介され、島しょは、学

生の学びの場として意義があることが報告

されている。野口は、島しょ看護教育への

提言として、“地域ケア機能を中心とした

臨地実習の創造”、“地域ケアの推進によ

る看護教育の変革”、を提示してきた。ま

た、大学院での実践的看護研究指導を通し

て、島しょの強みに基盤を置き、それを活

かすための柔軟な発想での独自の取組によ

る看護実践を集め、実践の分析・統合する

ことで島しょ看護学の確立に貢献できると

考えている。 

本研究の先行研究である「看護学士課程

における島しょ看護教育の効果と課題に関

する研究」文献）では、島しょ看護教育の影

響・効果として、学生・教員・現地の専門

職にとって“島しょでの理解の深まり”、

“島しょ看護の魅力と理解”、“学習力・

教育力の向上”、“看護実践力・地域への

貢献”があったことを明らかにした。しか

し、 “島しょ看護学の確立”がなされてい

ない現状では、島しょでの看護実践から教

育内容を整理する必要があると考えられた。

そして、この課題解決には、学士課程だけ

でなく、博士前期課程と博士後期課程を含

め、島しょ看護学教育内容を体系化する必

要がある。 

我が国における島しょ看護を含めたルー

ラルナーシングの実践や研究は散在してい

るが、その教育内容は体系化されていない。

そのため、島しょ看護の教育・研究・実践

の先駆者たちの報告書などを基に、島しょ

看護の実践と研究に必要な教育内容を探求

確定し、それを体系化し、看護学基礎教育

としての学士課程、看護学の高度実践者育

成としての博士前期課程、そして、看護学

の教育者・研究者を育成する博士後期課程

のそれぞれの教育プログラム立案に資する

ことは意義がある。 
 
２．研究の目的 
島しょ看護学教育の推進・普及に向けて、

島しょ看護の実践と研究に必要な教育内容

を探求確定し、看護基礎教育としての学士

課程、看護学の高度実践者育成としての博

士前期課程、そして、看護学の教育者・研

究者を育成する博士後期課程のそれぞれの

教育目標に照らして振り分け体系化し､島

しょ看護学の教育プログラム立案に資する

ことである。 
 
３．研究の方法 
研究方法は以下の手順で行った。 

1） 教育内容の探求確定のための文献 

選定 

島しょ看護の実践と研究に必要な教育内



容を探求確定するために、文献を選定した。

文献は、医学中央雑誌で「島しょ看護」の

キーワードで検索後、日本ルーラルナーシ

ング学会誌、島しょ看護教育を実践してい

る大学紀要および報告書、研究チームの研

究論文および関連文献から選定した。選定

した文献は 105件であった。文献を精読し、

島しょ看護に必要な知識、技術に関する記

述部分をリストアップしたものを、島しょ

看護教育内容を示唆するものとして､選定

した。 

2）教育内容の抽出・分類の命名 

教育内容を示唆するものを抽出・分類し、

島しょ看護の教育内容として命名した。さ

らに、島しょ看護の教育内容の類似したも

のをあつめ、教育内容項目として命名した。 

3）教育内容の枠組みの設定 

島しょ看護学の教育内容と項目について

3 つのレベル（学士課程・博士前期課程・

博士後期課程）の教育目標を考慮して振り

分け､教育内容の枠組みを仮設し「島しょ看

護学の教育内容の枠組み（案）」を作成した。

枠組み（案）を日本ルーラルナーシング学

会で提示し、会員から意見を聴取した。意

見聴取は、「枠組みについての意見はない

か？」、「不足している教育内容項目や教育

内容は何か？」、「看護学教育の 3つのレベ

ルの教育目標に照らして、教育内容を、学

士課程・博士前期課程・博士後期課程のど

のレベルでの教育が適切か？」であった。

教育のレベルの振り分けの適切性について

は、シールでプロットを依頼した。 

4）島しょ看護教育の教育内容の体系

（案）の検討 

3 をもとに、島しょ看護学の教育内容の

枠組みをもとに島しょ看護教育の教育内容

の体系（案）を検討した。島しょ看護専門

家（離島で病院・診療所看護師、村役場の

保健師として実務経験のある 9名）からの

意見を聴取した。事前に資料を送付し、意

見をまとめ討議に参加できるようにした。

会議を開催し、島しょ看護教育の教育内容

の体系（案）に対する資料を読んでの感想

や意見を述べてもらった。 

5）島しょ看護教育の教育内容の体系の

決定 

4 を踏まえ、島しょ看護教育の教育内容

の体系の整理と検討により、島しょ看護教

育の教育内容の体系を決定した。 
文中では、島しょ看護の教育内容項目を
『 』、島しょ看護の教育内容を《 》、リ
ストアップした文献の内容を〈 〉で示す。 
 
４．研究成果 

島嶼看護学教育に必要な教育内容項目お

よび教育内容を確定した。教育内容項目と

して、島しょ論、島嶼地区の健康課題なら

びに課題解決の方法、島しょ地区における

に看護上の課題ならびに支援方法、島しょ

地域文化看護論、離島の保健医療・診療所

の発展可能性、島しょ看護論、多職種連携・

協働活動、遠隔通信機器などの活用、島し

ょ看護職論、島しょ看護研究の発展の方向、

島しょ看護管理、島しょ看護教育、国際島

しょ看護の 13 項目があった。それらの教

育内容項目および項目に含まれる教育内容

を、3 つの看護教育レベル（学士課程、博

士前期課程、博士後期課程）の教育目標に

照らして配置し、島しょ看護学教育を体系

化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

島嶼看護関連文献 105件

12.保健医療福祉サー
ビスの不足と対応

11.島外者との交流に
よる住民主体の地域
づくり

10.住民の自律性による
島の予備力・回復力

9.島で暮らし続ける
ためのセルフケア

8.住民の多面的百姓的
役割機能と障害者の
居づらさ

7.環海性からくる閉鎖と
開放の両義性により
育まれる地域文化

6.保ちにくい匿名性・
プライバシー

5.島暮らしの満足感と
島への強い一体感

4.地縁による支え合い

3.若者の島外流出と
高齢者世帯の増加

2.恵まれた美しい自然

1.島の地理的特徴
（隔絶性、狭小性、
環海性）

1 島しょ論

7. 島のセルフケアを支える
しくみづくり

6.生活機能障害をもつ人の
地域文化的生きがいづくり

5.生活機能障害をもつ人の
QOLの低さ

4.島の風習に埋没した
育児観の危うさ

3.看護マンパワーの脆弱さ

2.保健医療専門職の脆弱さ

1.物的資源の脆弱さ

3 島しょ看護上の課題に
みいだす支援方法

15.島の生活を包含した 地域
づくり

14.島特有の健康課題への支援
方法の開発の必要性

13.島を知り尽くした看護職の
柔軟な発想と多機能性の
発揮

12.島外支援を活用した地域
ケア

11.住民が培った主体性発揮
に向けた気長な関わり

10.島で培われる関係性の活用

9.島の文化の理解をふまえた
看護

8.島で住み遂げるための支援

5.一体感を希求する
文化

4.共食・共飲文化

3.島が一体化する年中
行事

2.祖先崇拝文化の継承

1.文化継承と文化形成
の容易性

4 島しょ地域文化
看護論

9.地域文化理解に
基づいた看護実践

8.地域文化と健康の
関連への理解と看護
への活用

7.文化的価値の共有と
継承による安心立命

6.生活文化の島しょ性

2 島しょ地区の健康
課題にみいだす方略

21.島だからと諦めず
チャレンジする使命感
に基づく活動

20.心ある島外専門職の
総力をあげた引き寄せ

19.発想の転換による島の
特性の活用

18.住民ニーズ優先の協働に
よる地域づくり

17.アウトリーチによる地区
理解に基づき工夫される
活動

16.住民参加のための組織
づくりと情報共有

15.予防的な保健行動の強化

14.島での看護活動に関する
住民の期待への対応

13.健康生活に関わる住民の
経験知の活用

12.島の行政職との協働

11.セルフケアに作用する風評
伝播

10.生活習慣病と関わり合う
生活文化

9.島の風習を理解する活動

8.島の社会構造の歴史を
理解する活動

7.島の遠隔性・環海性から
くる保健行動を理解する
活動

6.医療依存度の高い人の
療養の困難さ

5.受診行動の支障

4.健康危機対応の困難さ

3..高齢者ケアの深刻さ

2.母子支援・子どもの教育
支援体制の不備

1.保健医療福祉の脆弱さ、
不便さ

凡例： 学士課程

博士前期課程

博士後期課程

13.役割拡大する
専門職

15.島の強み

14.島の持つ包括性

6.医療者のプライマリ-
ケア能力の涵養

5.島外受診が困難な人々
への専門医療を提供
する巡回医療支援

4.島の医療に責任を持つ
中核病院

3.顔がみえる全体が把握
できる診療所

2.島内外の医療機関との
連携と役割拡大

1.診療所医療機関におけ
る看護の役割と限界

5 離島の保健医療・
診療所の発展可能性

 

 
図１ 島しょ看護教育の教育内容の体系 

○島しょ看護学（2単位30時間）

・A 島しょ論
・B 島しょ地区における健康課題

ならびに課題解決の方法
・C 島しょ地区における看護上の課題

ならびに支援方法

○島しょ看護学実習（1単位45時間）

・D 島しょ地域文化看護論

・E 離島の保健医療・診療所の発展可能性

学士課程（3単位）

博士前期課程（18単位）

博士後期課程（12単位）

○島しょ看護特論Ⅰ（2単位30時間）

・F 島しょ看護論

・I 島しょ看護専門職論

○島しょ看護演習（2単位60時間）

・A 島しょ論
・B 島しょ地区における健康課題

ならびに課題解決の方法
・C 島しょ地区における看護上の課題

ならびに支援方法
・G 多職種連携・協働活動
・H 遠隔通信機器等の活用
・D 島しょ地域文化看護論

○島しょ看護実習（4単位180時間）

・K 島しょ看護管理
・L 島しょ看護教育

○島しょ看護特別研究Ⅰ（10単位300時間）

・J 島しょ看護研究の発展の方向
・M 国際島しょ看護 凡例

○科目名
・ 教育内容項目 A～M

○島しょ看護特論Ⅱ（2単位30時間）

・A 島しょ論
・F 島しょ看護論

○島しょ看護政策・管理（2単位30時間）

・K 島しょ看護管理
・L 島しょ看護教育
・M 国際島しょ看護

○島しょ看護特別研究Ⅱ（8単位240時間）

・J 島しょ看護研究の発展の方向

 

図 2 教育課程ごとの科目配置 
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